
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 諏訪地域リニア活用プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

富士見町 

 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大に関する事業（その他、観光） 

事業タイプ ソフト 

総事業費 5,445,000 円（うち支援金：474,000 円） 

① リニア中央新幹線の活用につ

いて考える機会の創出 

② リニア中央新幹線開通後の諏

訪地域におけるポテンシャル

把握 

※自己評価【 C 】 

【理由】 

・諏訪地域のポテンシャルを確認

できた。 

・今後は、町民だけでなく諏訪地域

を始めとした県内外で考える機会

につながるよう調査結果を活用し

ていく。 

【中学生への出前講座】 

 【目標・ねらい】 

アンケート、ヒアリング等を通じて、町民、町内事業

者に対して考える機会を持ってもらうことが出来た。 

・アンケート回答  536 人 

・ヒアリング回答  12 社・団体 

・出前講座（中学生）342 人 

 

リニア中央新幹線開通後の諏訪地域における人口・観

光客・地価などの観点でのポテンシャルを確認すること

が出来た。 

諏訪地域は、山梨県境に位置する立地条件を生かし

て、リニア中央新幹線の新山梨県駅からのアクセス強化

をすることにより、東京圏から約 60～90 分圏内の地域

づくりが可能となり、暮らし方・働き方の選択肢が広が

ります。 

 そこで、リニア中央新幹線開通後の諏訪地域における

人口・観光客・地価などの観点での効果予測（ポテンシ

ャル調査）を実施する。その中で、町民、町内事業者へ

アンケート等を実施する。 

・町民アンケート調査：11～12 月 

・町内事業者ヒアリング調査：９～11 月 

・中学生への出前講座：10 月 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・調査結果を長野県や六市町村、諏訪地域の商工・観光団体に情報共有していく。 

・また、諏訪地域の中高生にも共有、考える機会を設けてもらえるよう働きかけていく。 

・これらを通じて地域住民や事業者等への共感を生み、今後、諏訪地域で広域的にリニア活用に

向けて取り組む機運を高めていくとともに、自発的な行動へとつなげていく。 

 


